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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19年 8月 8 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました
のでお知らせいたします。 
 

記 
 
 
１． 平成 20 年 3 月期 中間連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 
                                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり 
中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 87,000 △4,400 △4,200 △2,400 △32.48 

今回修正予想（Ｂ） 90,500 △7,940 △7,440 △4,370 △59.15 

増   減   額 
（Ｂ－Ａ） 

3,500 △3,540 △3,240 △1,970 － 

増 減 率 
（％） 

4.0 － － － － 

ご参考 前期実績 
(平成 19 年 3 月中間期) 

81,419 △4,293 △3,800 △2,297 △31.09 

 
 
２．平成 20 年 3 月期 中間個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 
                                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり 
中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 82,000 △5,200 △3,800 △1,800 △24.36 

今回修正予想（Ｂ） 85,310 △9,110 △7,530 △4,130 △55.90 

増   減   額 
（Ｂ－Ａ） 

3,310 △3,910 △3,730 △2,330 － 

増 減 率 
（％） 

4.0 － － － － 

ご参考 前期実績 
(平成 19 年 3 月中間期) 

75,541 △5,232 △3,837 △2,117 △28.65 

 
 
 
 
 

－１－ 



３． 平成 20 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 
                                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 250,000 1,300 1,500 1,200 16.24 

今回修正予想（Ｂ） 250,000 △5,400 △5,000 2,800 37.90 

増   減   額 
（Ｂ－Ａ） 

－ △6,700 △6,500 1,600 － 

増 減 率 
（％） 

－ － － 133.3 － 

ご参考 前期実績 
（平成 19 年 3 月期） 

246,159 △9,502 △8,782 △6,536 △88.47 

 
４．平成 20 年 3 月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 
                                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 235,000 △1,200 800 1,100 14.89 

今回修正予想（Ｂ） 235,000 △8,000 △6,000 2,600 35.19 

増   減   額 
（Ｂ－Ａ） 

－ △6,800 △6,800 1,500 － 

増 減 率 
（％） 

－ － － 136.4 － 

ご参考 前期実績 
（平成 19 年 3 月期） 

231,608 △12,380 △10,195 △7,183 △97.23 

 
５．修正の理由 
＜中間期の業績予想数値の修正理由＞ 
 当中間期の個別業績予想につきましては、 
① 主に、過年度に受注した都心部の大型物件において、資機材・外注工事費・労務費が高騰し
たことにより採算が悪化したこと 
② 工程遅れや人員不足により作業員を大幅に増員せざるを得なかったことにより、大幅なコス
トアップとなったこと 
③ 上記の理由により、受注工事損失引当金を積み増したこと(約 38 億円増/前期末比)  
等の理由により、営業損失、経常損失、当期純損失が大幅に悪化する見込みであります。 
なお、連結業績予想数値は主に個別の業績修正に伴うものであります。 
＜通期の業績予想数値の修正理由＞ 
 当期の個別業績予想につきましては、当中間期と同様のコストアップ要因により、当下半期売上予
定物件の予定利益が減少するものと見込まれるため、営業損失および経常損失は大幅に悪化する見
込みであります。なお、当期純利益につきましては、本日発表の「投資有価証券の売却および固定
資産の譲渡に関するお知らせ」に記載のとおり、投資有価証券売却益および固定資産売却益を特別
利益に計上することにより改善する見込みであります。 
また、連結業績予想数値は主に個別の業績修正に伴うものであります。 
 

 （注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実 
    際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 
－２－ 


